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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞

・春の健康診断について

胸部レントゲン、心電図は予約が必要な為、各自フロアスタッフ同士で重ならないよう相談しながら予約をすること。
・人事考課、目標面接を行っていくため、各自日時の確認をするように。

・相談室と個人の棚を準備したので各自確認し書類等があったら持って行くようにする。菅原AOMと小嶋SGMに提出する書類は未決裁の棚に入れるようにすること。
・浅坂政美様が17:00のバスで帰宅するようになる為、送迎の際は注意すること。

・ゴールデンウィークのデイケアプログラム主担当について、下記の予定となるが、スタッフ全員で相談しながら準備を行っていくこと。

　5/3（水）：會津、田中

　5/4（木）：馬場、藤田

　5/5（金）：戸賀沢、斎藤

＜利用者様情報＞

デイケア

・根地戸　恵様～昨日来所しているが、自身のロッカーの鍵をなくしたと話している。先週来所時に持ち帰ってしまったとのことだが、どこに置いたか詳細は覚えていないとのこと。再度自宅を確認してみるよう促している。今後、上記のことがないよう、利用者様が帰る時には声掛けしていくようにしていく。

・松倉　健一様～本日、定時になっても来所せず、所在確認の為、電話連絡しており、母様が出ている。姉様とともに日赤病院に受診している。自宅で確実な服薬はできているとのこと。デイケア保険について、1万5千円を持たせたがデイケアで支払わず、自宅に持って帰ってしまったとのことで、母様から問い合わせがあり説明している。次回来所時、お金を持っていただきたいことを伝えると了承されている。

・上川原　豊様～来所時37.0℃あると本人より訴えがある。体調を確認するとだるさがあるが、風邪症状はないとのこと。最近変わったことはなかった確認すると、昨日しゃっくりが止まらず眠れなかったと話している。不調がある際には相談するよう伝え、また、不調時や眠気が強い際にも静養室を使用できることを伝えている。11:30検温すると36.8℃となっており「少し休んだら良くなった」と話している。

・繁名　和恵様～本人より幻聴が強い為、デイケアを欠席したいと電話連絡がある。幻聴について「お家に行って線香あげてって･･･」「自分の辛いことをガンガン言ってくる」等と活気なく話している。幻聴が強く9:50にリスパダール服用したとのこと。昼食だけでも食べに来ないか促すと了承され、昼食時に来所している。スタッフが来所できたことを評価すると「ありがとうございます」と話している。

・鈴木　知子様～運動療法時「ラジオ体操ができない」と訴えあり、状況を確認すると、市民病院退院し南寿の里に入居した母様が心配であると話している。5/3（水）母親の外来受診の際に、本人様と姉様が付き添いで行く為、不安や心配事を医師に相談するよう伝えている。

・澤口　利香様～母様から電話連絡あり。昨日本人と話をしたところ、飯田さん（デイケア利用者）について「我慢できなくなってぶっ殺すかもしれない」と話していたとのこと。その為、接触しないように見てほしいと要望がある｡本人来所後｢飯田さんが来てない｣｢お母さんから電話あった？｣と確認しており説明することで、その後は落ち着いた様子で革細工や他利用者と会話している。

・赤松　翔太様～本日、定時になっても来所せず、所在確認の為、母様の携帯電話に連絡をしている。母様より、10時に起床し朝ご飯を食べたがデイケアに行きたがらない様子があるとのことで、本日は欠席となっている。上記件について主治医に情報提供していく。

デイナイトケア

・鈴木　真知子様～来所時は表情穏やかで雑誌を見たりスタッフからの声掛けに応じていたが、次第表情硬く独語なり独語・空笑・首を横に振る行為が見られプログラム参加を促すが「やりたくない」と拒否している。不必要な動きは見られず、静かにチラシを見たりとはあるが、落ち着き無く動くことがある。今後もプログラム参加を促し、訴えがあった際には話を傾聴し精神的な安定が図れるよう関与していく。

・津嶋　イチ子様～来所時体温35.1℃であり不調の訴えは無かったが、10:50頃運動療法プログラム中に不調（眠気・身体が熱っぽい・気分が悪い・疲れやすい）の訴えあり再検すると体温35.6℃であり、眠気については昨晩スポーツドリンクを飲んだ後夜間にトイレに何度か起きて充分に眠れなかったと話している。今後も体調確認していく。

ナイトケア

・植村　廣隆様～昨日久しぶりの来所であり、最近の仕事や生活、体調について状況を確認している。仕事の疲れはあるが、体調を崩すことはなく生活や仕事でも問題はないとのこと。飲酒や出会い系サイトを使うこともないと話している。今後のナイトケア利用について「来れる時に来ます」と話す為、欠席時には確実に連絡を行うことと、不安や不調がある際には相談することを伝えると「わかりました」と話している。ナイトケアでは表情良くスタッフと交流しながら過ごしており、利用に関して拒否的な発言が聞かれることはない。

＜外来情報＞

・菅野　勝利様～変わりはないと話している。朝30分程、散歩する習慣があると話している。前回の採血の結果を自ら質問している。

・川口　尚良様～この2週間は何となく楽だったと振り返っている。楽に断酒出来ており、自宅から桜が咲いているのが見える為、花見の誘惑にかられる事も無いとのこと。又、夜間の外出も控えているとのこと。

・淡路智恵子様～ＧＨのスタッフが貯金を見てタバコに使える金額をどうやりくりするか考えてくれるが、食費でいっぱいのようで、納得いっていない様子あり。タバコをやめようかなを話す事あるが、それもストレスになる為、考えて使うように伝えている。

・村上　元道様～事業所の見学に行ってきたとのこと。そしたら、幸房の江刺家氏より、障害者の雇用の枠が少ない為、なかなか難しいことなどを指摘され、腹が立ったと話している。しかし、自ら「自分のこれまでの経過をみんな知っているから、きっと心配してくれたんだよね…」と振り返る事も出来ている。腹が立ったを話すが、幸房でＡランクを６ヵ月取ったら移ると言う提案には納得している様子。

・澤口　利香様～母様より、デイから帰ってきたら酒臭がして確認したら、デイにおいてある消毒用アルコールを飲んだと話したとの情報あり。本人様は、ドックガーデンの消毒アルコールはなめったと話している。おいしくなかったからもう、飲まないと話すが、Ｄｒより、絶対も飲まないように注意している。嘔吐は数日おきにあったとのこと。毎晩、食パン2枚食べているとのこと。不穏さはない。Ｄｒより、出来るだけはかないように伝えている。

・倉橋　生子様～4/23風邪を引き、内科へ行き治ったとの事。他者とのトラブルなく過ごしている。足の重さは変わらずあり昼食後薬が減薬となる。

リスペリドンOD（1）１T　レキソタン（10）1T　1×昼食後

睡眠は中途覚醒あるが、横になり過ごし日課への支障はないと話す。

・藤村　翔様～幻聴はないと話すが、時々大声を出す事がある。デイケアではウォーキングやカラオケをして過ごせており、今後の行事を楽しみしているとの事。

・野月　利章様～夜間の睡眠は摂れてる為、「眠剤はいらない。」と話し、朝・夕後の処方へ変更となる。体の痒みがあり、オイラックス軟膏処方。昨日火曜日のプログラムでは調理実習の事を話していたが、あまりピンと来ないと言う。他のプログラムは頑張って取り組んでいると話す。

＜事例検討会＞

カンファレンスシート（　鈴木　真知子　様）

実施日：H29年4月26日（水）13：30～14：00

担当チーム：工藤、服部

検討内容　目標、計画の見直し

	氏名
	鈴木真知子
	性別
	女
	年齢
	55
	生年月日
	昭和37年4月15日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	

	治療方針（医師の指示）
	・疾病への理解、服薬の習慣化

・病状、生活リズムの安定（共同生活でのマナーを覚える）

・対人交流技能の向上

	本人希望
	お家に帰りたい。

	家族希望
	青風荘での生活を続けて欲しい。

	入院歴
	計　5回（最終：H25年8月22日～H26年1月14日　　青南病院）

	通所歴
	　1回目

· 今回：平成H26年1月15日～現在　　（週5回）

	その他サービス利用
	青風荘入所中

	住居：青風荘
	家族構成
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・保護者は長姉（看護師）

・入院前に同居していたのは次兄、次姉。次姉は精神科疾患がある。

・兄弟は治療に非協力的で、本人に無関心である。

・浪費があり、本人が母様の貯金を使ってしまったことがある。

	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳1級
	年金受給要件なし
	他H26.1.14～生活保護受給


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状を安定させ、青風荘での生活を維持しながらデイナイトケアへ通所する。
	①自分の体調に気をつけ、排便状況を自分で把握することができる。
	①不調をスタッフに伝えられるようになる。また、便秘の際には、最後の排便がいつかスタッフに伝えられるようになる。
	①体調不良を訴えた際はバイタル測定を行い確認。また、排便の有無を確認する。

	
	②デイナイトケアに毎日通い、プログラムへ参加する。
	②プログラムに休まず参加する。プログラムに参加したくない時にはスタッフに伝える。
	②帰宅要求、デイナイトケアを辞めたいと話した際は理由を確認。適宜アドバイスを行う。

	
	③スタッフに指摘されたことは、直ぐに行動し直すことが出来る。
	③自分のロッカーや巾着袋を綺麗に保つ。
	③帰荘時、本人のロッカーや巾着袋、コップが綺麗に保たれているか確認する。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応（目標・計画継続か否か）

	①不調をスタッフに伝えられるようになる。また、便秘の際には、最後の排便がいつかスタッフに伝えられるようになる。
	・スタッフからの声掛けで、不調を訴えることが多い。時折、自分から不調を訴えることがある。不調時は、独語が聞かれており、コップを持ったまま飲水している。最近は、頓服薬を服用している。不調の内容については、「パッとしない」「調子が悪いです」と答えることが多く、発言内容の乏しさがみられているため、スタッフから聞き出せるよう声掛けしている。
・便秘、下痢の際にも曖昧な返答があるが、聞き返すことで詳しく話すことできている。
	・スタッフの声掛けで、自分から不調を訴えるが、発言内容も乏しいため、スタッフから聞きだし不調を把握している。身体面では、便秘があり下剤の調整も必要とすることもある為、体調管理が上手く行えるよう、また、排便状況を把握し、スタッフに伝えられるよう今後もスタッフからの声掛けを続ける必要があり、目標・計画を継続とする。

	②プログラムに休まず、参加する。プログラムに参加したくない時にはスタッフに伝える。
	・不調時は、プログラムには、参加することはできていない。1日椅子に座って過ごしており独語聞かれている。　　　　

・通所の必要性を感じておらず、本人希望は家に帰りたいと話すが、家族は自宅での生活に対して拒否（病状悪化への懸念等）している状況。
	・不調時はプログラムには、参加できていない。スタッフの声掛け要すため目標を継続とする。
・現在の生活が維持でき、生きがいとなるものや、興味を持てるものに向かって、少しずつ取り組めるようサポートを続ける必要がある。

	③自分のロッカーを綺麗に保つ。
	・ロッカーはスタッフの介入で綺麗にすることができている。
	今後も、ロッカーを綺麗に保つことが継続できるよう、目標継続とする。

	その他
	・保清に問題あり、見た目を綺麗にすることは出来るが、綺麗を保つことが出来ない。
・コップを洗わず使用することがある。コップ洗いの声掛けをしているが、きちんと洗えていないことがある。

・コップを持ってトイレに入ることがあるため、声掛け要す。


	・現状から、不衛生への意識が付いていないことから、目標を継続していく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状を安定させ、青風荘での生活を維持しながらデイナイトケアへ通所する。
	①自分の体調に気をつけ、排便状況を自分で把握することができる。
	①不調をスタッフに伝えられるようになる。また、便秘の際には、最後の排便がいつかスタッフに伝えられるようになる。
	①体調不良を訴えた際はバイタル測定を行い確認。また、排便の有無を確認する。

	
	②デイナイトケアに毎日通い、プログラムへ参加する。
	②プログラムに休まず、参加する。プログラムに参加したくない時にはスタッフに伝える。
	②帰宅要求、デイナイトケアを辞めたいと話した際は理由を確認。適宜アドバイスを行う。

	
	③スタッフに指摘されたことは、直ぐに行動し直すことが出来る。
	③自分のロッカーを綺麗に保つ。他、コップがきちんと洗うことができる。
	③帰荘時、本人のロッカーや、コップが綺麗に保たれているか確認する。清潔、不衛生が認識できるように、スタッフは介入する。


・今後の目標に、本人のしてみたいことを、再度話し合い組み込んでいく。作業療法の時間に、生きがいとなるものや、興味を持てるものを探して、少しずつ取り組めるようサポートをしていく。
↑保護者














